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本書に掲載した地図は、国土地理院発行の 20 万分 1 地勢図及び 5 万分 1 地形図を使用したもの

である。 
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第1章 事業者の氏名及び住所 

事業者の名称 ：ひびきウインドエナジー株式会社 

代表者の氏名 ：代表取締役 三根 浩二 

主たる事務所の所在地 ：福岡県北九州市若松区響町一丁目 122 番地 16 
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第2章 対象事業の名称、目的及び内容 

2.1 対象事業の名称 

北九州響灘洋上ウインドファーム 

 

2.2 対象事業の目的及び内容 

2.2.1 対象事業の目的 

化石燃料の燃焼に伴い発生する温室効果ガスの排出量の削減を目標として、代替エネルギー供

給源として注目されるのが太陽光、風力、水力、地熱等の再生可能エネルギー源である。これら

は純国産のエネルギー供給源であることから、エネルギーセキュリティの観点からも活用が期待

されている。 

北九州市では、響灘地区の有するポテンシャルを活かし、「風力発電関連産業の総合拠点」の形

成などを目指して、平成 22 年度から「グリーンエネルギーポートひびき」事業を推進している。

同市は、風力発電産業の集積と北九州港の振興を目的として、「再生可能エネルギー源を利活用す

る区域」において、平成 28 年 8 月に「響灘洋上風力発電施設の設置・運営事業者の公募」を実施

した。外部有識者で構成する「響灘洋上風力発電施設の設置・運営事業に係る事業者評価・選定

委員会」での審査・評価結果等を踏まえ、平成 29 年 2 月 15 日に当社が占用予定者（優先交渉者）

として選定された。 

本事業は、国の政策及び北九州市の取り組みを踏まえ、純国産かつ再生可能エネルギー源であ

る風力を利用した新たな洋上風力発電所を設置することで、地元経済の活性化を図るとともに、

発電した電気は電力会社を通じて供給することにより、地球温暖化対策、さらには我が国のエネ

ルギー自給率の向上に寄与することを目的とする。 

 

2.2.2 対象事業により設置される発電所の原動力の種類 

風力（洋上） 

 

2.2.3 対象事業により設置される発電所の出力 

発電所の出力  ：220,000 kW 

風力発電機の基数：定格出力 9,600 kW × 25 基 

※発電所の出力は、220,000 kW を超えないように出力調整を行う。 

 

2.2.4 対象事業実施区域 

対象事業実施区域の位置は図 2.2-1 のとおりである。 

対象事業実施区域：福岡県北九州市若松区響灘における「再生可能エネルギー源を利活用す

る区域」と同一 

・対象事業実施区域の面積：約 2,700 ha 

 

2.2.5 対象事業の主要設備の配置計画 

風力発電機の配置は、図 2.2-1 のとおりである。このエリアは、藻場が生育する区域であっ

たことから事前に藻場の調査を行い、極力藻場を避けた配置とした。 
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